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THE ROLE OF TRAVELER’S FEEDBACK IN TOURISM
DEVELOPMENT：ANALYSISOFTRAVELREVIEWSONTHE
PHILIPPINETOURISMEXPERIENCE
MarjorieQUIAOIT,HidekiFURUYA　土木計画学研究・講演集62
2020年11月
12月5日（土）
オンライン
日本観光研究学会の第35回全国大会で、博士前期課程1年の岩崎比奈子
さんが発表を行った。
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11月28日（土）
Youtubeで配信
本学協定校イタリア・ベネチア大学との学長施策「観光イノベーション
プロジェクト」のイベントとして、アートを通じた持続可能な社会・サ
ステイナブルツーリズムの実現を訴える「東洋大学観光短編映画祭」の
授賞式をYoutubeを通じて配信を開始した。博士前期2年の長瀬真理子
さんが映画祭の運営に教員と一緒に携わり、学生賞の選定も行い、ビデ
オでは発表もしている。
https：//youtu.be/JdWe6K3V3Qk
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社会福祉学研究科
【社会福祉学専攻】
1月24日（金）
9：20～16：45
白山キャンパス
8204教室
2019年度秋学期中間報告会　報告者：博士前期課程14名　参加者45名
4月11日（土）
17：20～
ToyoNet-ACE
新入生ガイダンスPowerPoint動画配信
8月6日（月）
9：20～17：20
Webex
Meetings
2020年度中間報告会　報告者：博士前期課程14名　参加者60名
すべての報告者の資料（PDF）を一つのデータにまとめて要旨集を作
成した。また録画した中間報告会を発信し、院生がいつでも視聴できる
ようにした。
9月21日（月）
18：00～19：30
白山キャンパス
8601教室
対面による新入生オリエンテーション　博士前期課程新入生3名と社会
福祉学専攻の全教員が参加した。
12月6日（日）
13：00～16：30
白山キャンパス
特別会議室
WebexMeetings
東洋大学福祉社会開発研究センターシンポジウム
ICT（情報通信技術）と子どもの権利―韓国・台湾・日本の取り組み
専攻長の金子光一教授が開会の辞を担当し、森田明美教授が閉会の辞を
担当した。参加者78名
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ライフデザイン学研究科
【生活支援学専攻】
1月26日（日）
13：00～17：30
朝霞キャンパス
大学院演習室2・3
ライフデザイン学研究科/福祉社会デザイン研究科高齢者・障害者支援
学コース秋学期合同研究指導会を開催した。博士前期・修士課程院生4
名、博士後期課程院生9名、専任教員9名が参加し、質疑応答が行われ
た。
2月12日（水）
10：30～13：00
朝霞キャンパス
大学院演習室3
教員8名が参加し、ライフデザイン学研究科生活支援学専攻子ども支援
学コースの修士論文報告会が開催され、修了者1名が発表を行った。ま
た、ライフデザイン学研究科生活支援学専攻子ども支援学コース修士課
程1年生2名からの研究経過と研究計画発表が行われ、質疑応答が行われ
た。その後修士課程修了のお祝い会が行われた。
8月4日（火）
9：00～17：00
オンライン
ライフデザイン学研究科/福祉社会デザイン研究科高齢者・障害者支援
学コース春学期合同研究指導会を開催した。博士前期・修士課程院生8
名、博士後期課程院生13名、専任教員8名が参加し、質疑応答が行われ
た。
8月8日（土）
10：30～13：00
オンライン
教員9名が参加し、ライフデザイン学研究科生活支援学専攻子ども支援
学コースの修士論文中間報告会がオンライン（Webex）で開催され、
ライフデザイン学研究科生活支援学専攻子ども支援学コース修士課程2
年生2名が発表を行い、活発な質疑応答が行われた。また、1年生に入学
した留学生の自己紹介と研究テーマについて発表が行われた。
11月10日（ 火 ）、
17日（火）
9：00～1２：00
オンライン
高齢者・障害者支援学コースにおいて、埼玉県立大学大島千帆先生によ
る、「質的研究方法論についての特別講義」を実施した。10日は質的
データ分析の方法・内容分析・テキストマイニングについての講義、17
日は質的研究と量的研究を併用したミックスメソッド、さらに院生の研
究へのスーパービジョンが行われた。両日とも教員3名、院生9名が参加
した。
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【健康スポーツ学専攻】
1月4日（土）
9：30～12：45
1月6日（月）・7日
（火）
9：30～13：00、
14：00～16：45
朝霞キャンパス
朝霞事務課大学院
担当窓口
修士論文提出。対象者2名が提出した。
1月22日（水）
16：00～17：30
朝霞キャンパス
大学院演習室3
修士論文口述試験。修士論文提出者2名について一人45分（発表20分、
質問・応答25分）発表終了後、審議の結果2名の合格を承認した。
4月
新型コロナウイル
ス感染予防のため
メールにて実施
ガイダンス。新入生4名についてメールにてガイダンスを行う。履修登
録、研究課題、副指導教授の決定及び題目届等の確認。
修士課程2年生2名についても同様のガイダンスを行った。
7月31日（金）
～8月8日（土）
メールにて実施
（コロナ禍対策の
ため）
第1回合同研究指導会（修士・博士論文中間発表会）。修士課程2年生2
名、修士課程1年生4名およびヒューマンライフ学専攻健康スポーツ学分
野博士後期課程1年生1名の研究についての進捗状況を中心に研究発表を
行った。7月31日に7名が研究を文面にて報告、その発表に対して健康ス
ポーツ学専攻教員が意見・質問を専攻長宛てに提出し、専攻長が各院生
に連絡した。
12月23日（水）
メールにて実施
（コロナ禍対策の
ため）
第2回修士論文合同研究指導会。修士課程1年生4名が研究発表を、修士
課程2年生が修士論文進捗報告を文面にて報告、その発表に対して健康
スポーツ学専攻教員が意見・質問を専攻長宛てに提出し、専攻長が各院
生に連絡した。
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【ヒューマンライフ学専攻】
1月26日（日）
13：00～17：30
朝霞キャンパス
大学院演習室2・3
ライフデザイン学研究科/福祉社会デザイン研究科高齢者・障害者支援
学コース秋学期合同研究指導会を開催した。博士前期・修士課程院生4
名、博士後期課程院生9名、専任教員9名が参加し、質疑応答が行われ
た。
7月31日（金）
～8月8日（土）
メールにて実施
（コロナ禍対策の
ため）
第1回合同研究指導会（修士・博士論文中間発表会）。健康スポーツ学専
攻修士課程2年生2名、修士課程1年生4名およびヒューマンライフ学専攻
健康スポーツ学分野博士後期課程1年生1名の研究についての進捗状況を
中心に研究発表を行った。7月31日に7名が研究を文面にて報告、その発
表に対して健康スポーツ学専攻教員が意見・質問を専攻長宛てに提出
し、専攻長が各院生に連絡した。
8月4日（火）
9：00～17：00
オンライン
ライフデザイン学研究科/福祉社会デザイン研究科高齢者・障害者支援
学コース春学期合同研究指導会を開催した。博士前期・修士課程院生8
名、博士後期課程院生13名、専任教員8名が参加し、質疑応答が行われ
た。
9月29日（火）
16：00～18：00
オンライン
子ども支援学分野において、教員4名が参加し、ヒューマンライフ学専
攻博士後期課程の研究経過報告会がオンライン（Webex）で開催され、
3名の在籍学生が発表を行い、質疑応答が行われた。
11月10日（ 火 ）、
17日（火）
9：00～1２：00
オンライン
高齢者・障害者支援学分野において、埼玉県立大学大島千帆先生によ
る、「質的研究方法論についての特別講義」を実施した。10日は質的
データ分析の方法・内容分析・テキストマイニングについての講義、17
日は質的研究と量的研究を併用したミックスメソッド、さらに院生の研
究へのスーパービジョンが行われた。両日とも教員3名、院生9名が参加
した。
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【人間環境デザイン専攻】
2月20日（木）
東京大学柏キャン
パス
佐藤淳准教授とENSAVSのMarcDilet教授による構造ワークショップ講
評会に、櫻井教授と博士前期課程の大学院生が参加した。
7月13日（月）
オンライン
ロンドンのヘザウィック・スタジオに御勤めの鶴巻崇氏に「海外での設
計活動」について、氏の日本での設計活動とその後の渡航・留学・就
職・転職の経緯と設計活動について、氏がその設計活動に参加された作
品、現在の設計活動を含めて、御講演頂いた。
12月8日（火）
オンライン
建築家NicolaBaserga氏に「トレース-地域がつむぐ現代の建築文化-」
という題で、地域の中で現代の建築家が育ち、建築文化が積み重ねられ
ていくという、一見当たり前のようで日本の状況とは少し異なる世界で、
一人の建築家が先人の建築家の仕事をどのように「トレース」し、自分
の仕事に繫げているか等について御講演頂いた。
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福祉社会デザイン研究科
【ヒューマンデザイン専攻】
1月26日（日）
13：00～17：30
朝霞キャンパス
大学院演習室2・3
ライフデザイン学研究科/福祉社会デザイン研究科高齢者・障害者支援
学コース秋学期合同研究指導会を開催した。博士前期・修士課程院生４
名、博士後期課程院生9名、専任教員9名が参加し、質疑応答が行われ
た。
7月18日（土）
10：00～17：00
オンライン
子ども支援学コースにおいて、日本モンゴル文化学会第４回夏季学術大
会がオンライン（zoom）で開催され、ヒューマンデザイン専攻博士後
期課程3年の麗麗が研究報告をし、質疑応答が行われた。
8月4日（火）
9：00～17：00
オンライン
ライフデザイン学研究科/福祉社会デザイン研究科高齢者・障害者支援
学コース春学期合同研究指導会を開催した。博士前期・修士課程院生8
名、博士後期課程院生13名、専任教員8名が参加し、質疑応答が行われ
た。
8月27日（木）
10：00～17：00
オンライン
子ども支援学コースにおいて、夏季1日オンライン合宿をおこない、教
員3名、博士後期課程在籍生7名が参加し、研究報告をして、活発な議論
を行った。
9月12日（土）、13
日（日）
10：00～17：00
オンライン
子ども支援学コースにおいて、日本社会福祉学会第68回秋季大会に博士
後期課程在籍生3名が参加、Eポスターで博士後期課程在籍学生1名が報
告した。
11月10日（ 火 ）、
17日（火）
9：00～12：00
オンライン
高齢者・障害者支援学コースにおいて、埼玉県立大学大島千帆先生によ
る、「質的研究方法論についての特別講義」を実施した。10日は質的
データ分析の方法・内容分析・テキストマイニングについての講義、17
日は質的研究と量的研究を併用したミックスメソッド、さらに院生の研
究へのスーパービジョンが行われた。両日とも教員3名、院生9名が参加
した。
12月６日（日）
10：00～16：00
白山キャンパス
8号館特別会議室
子ども支援学コースにおいて、2020年度子どもの権利条約総合研究所総
合研究会が開催され、博士後期課程在籍学生2名が発表を行い、質疑応
答が行われた。13時から開催された国際シンポジウム「ICT（情報通信
技術）と子どもの権利」に参加した。
